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定
価
三
十
円

購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

）

随時受付中です！一人で悩まず

組合・弁護士にご相談ください

☎03-5390-6021

秋
の
仲
間
づ
く
り

月
間
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
９
月
２
日
に

は
支
部
会
館
で
、
支

部
役
員
、
分
会
か
ら

分
会
長
、
組
織
部
長

が
集
ま
り
「
出
陣

式
」
を
開
催
し
月
間

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
委
員
長
あ

い
さ
つ
、
本
部
小
番

書
記
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
本
部
作
成

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
、

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
を

は
じ
め
と
し
た
運
動

が
ま
と
め
ら
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
奮
闘
す

る
各
支
部
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
中
で

神
東
分
会
の
群
会
議

が
報
告
さ
れ
、
土
澤

書
記
長
が
「
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
仲
間

の
動
き
を
知
る
た
め

に
群
会
議
が
大
切
で

す
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
る
映
像
が

流
れ
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
あ

と
各
分
会
か
ら
ス
ロ

ー
ガ
ン
発
表
と
月
間

へ
の
意
気
込
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た

先
日
、
生
活
ク
ラ

ブ
の
「
未
来
へ
つ
な

げ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
」
に
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
（
現

在
署
名
は
締
め
切
ら

れ
て
い
ま
す
）
。

署
名
の
要
望
事
項

は
２
０
３
０
年
ま
で

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
力
を
60
％
以

上
、
２
０
５
０
年
１

０
０
％
と
す
る
事
。

原
発
は
即
時
廃
止
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
主
電
力
化
を
進

め
る
―
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川
県

の
高
２
生
ら
が
全
て

の
県
立
高
校
で
使
う

電
力
を
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
賄
お
う
と
、

や
は
り
ネ
ッ
ト
上
で

署
名
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
「
未
来
を
創

る
学
校
が
未
来
を
壊

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

う
の
は
お
か
し
い
」

と
立
ち
上
が
っ
た
高

校
生
に
天
晴
。

8
月
末
間
も
な
く

黒
岩
知
事
に
提
出
さ

れ
る
。
こ
こ
で
も
署

名
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

北
赤
羽
・
三
上
伸
行

出陣式での団結ガンバローも

感染予防のため座ったまま

仲
間
を
増
や
し

希
望
の
持
て
る
建
設
産
業
を

だ
い
た
６
月
か
ら
実

施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
約
７
割
の
組
合

員
の
仕
事
が
減
少
、

今
後
に
対
す
る
不
安

の
声
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
月
間
で
は

一
人
で
も
多
く
の
仲

間
と
「
月
次
支
援

金
」
「
労
金
の
緊
急

融
資
」
「
国
保
料
の

減
免
」
な
ど
を
話
題

に
対
話
（
電
話
や
訪

問
）
し
て
困
っ
た
時

は
「
組
合
へ
相
談
し

よ
う
」
の
声
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

２
ヶ
月
に
わ
た
る

月
間
で
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
を
十
分
に
、
団

結
し
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！

北
支
部
で
は
令
和

４
年
度
の
予
算
議
会

と
な
る
９
月
議
会
に

向
け
区
議
会
各
会
派

と
の
懇
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

組
合
の
要
望
事
項

と
し
て
①
住
ま
い
改

修
支
援
助
成
制
度
の

改
善
と
次
年
度
の
継

続
②
公
契
約
条
例
の

制
定
③
北
区
発
注
工

事
の
発
注
増
④
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
の
病
床

確
保
⑤
北
区
公
共
工

事
現
場
に
お
け
る
コ

ロ
ナ
対
策
の
徹
底
と

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
⑥
高
校

生
相
当
の
通
院
医
療

費
無
償
化
の
６
点
を

中
心
に
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

８
月
19
日
、
公
明

党
区
議
団
と
の
懇
談

で
は
、
公
契
約
条
例

に
つ
い
て
「
今
後
新

し
い
動
き
が
期
待
出

来
る
と
思
い
ま
す
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
８
月
23
日
、

日
本
共
産
党
と
の
懇

談
で
は
、
公
契
約
条

例
制
定
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
北
区

で
の
自
宅
療
養
者
対

策
を
中
心
に
話
し
合

い
ま
し
た
。
８
月
27

日
、
自
民
党
と
の
懇

談
で
は
、
公
契
約
条

例
制
定
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
と
、
住
ま

い
改
修
助
成
制
度
の

要
請
を
行
い
ま
し

た
。
９
月
３
日
、
立

憲
ク
ラ
ブ
会
派
と

は
、
公
契
約
条
例
の

今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
相
談
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後

一
人
会
派
グ
ル
ー
プ

と
も
会
談
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

北
支
部
で
は
、
今

回
の
会
派
懇
談
を
機

に
、
公
契
約
条
例
の

制
定
な
ど
要
求
実
現

に
向
け
て
運
動
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

書
記

石
島

淳
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北
支
部
で
は
各
種

助
成
金
に
つ
い
て
6

月
か
ら
7
月
に
2
回

の
学
習
会
と
個
別
相

談
会
を
開
催
し
、
申

請
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

来
ま
し
た
。

東
京
都
か
ら
も
国

の
制
度
を
補
填
す
る

形
で
支
援
制
度
が
始

ま
り
、
国
と
東
京
都

を
合
わ
せ
て
個
人
事

業
主
で
最
高
、
月
額

7
万
5
千
円
の
支
援

が
受
け
ら
れ
る
制
度

と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
の
制
度
で

は
4
月
、
5
月
分
の

申
請
締
切
り
が
8
月

15
日
ま
で
と
な
り
、

都
の
助
成
金
も
国
の

支
援
支
給
決
定
が
条

件
と
な
り
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

８
月
27
日(

金)

経

済
産
業
省
へ
月
次
支

援
金
に
つ
い
て
の
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

6
月
か
ら
始
ま
っ
た

申
請
受
付
期
間
は
2

ヶ
月
間
と
な
り
周
知

期
間
や
申
請
時
の
登

録
機
関
へ
の
事
前
確

認
を
考
慮
す
る
と
短

く
、
4
月
か
ら
5
月

の
申
請
期
間
の
延
長

を
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、
月
の
売
上
げ
減

少
額
が
１
０
０
万
円

以
上
の
事
業
主
も
多

く
、
支
給
金
額
に
つ

い
て
も
増
額
を
訴
え

ま
し
た
。

今
回
の
交
渉
で

は
、
笠
井
衆
議
院
議

員
、
曽
根
都
議
会
議

員
が
先
導
し
北
区
と

し
て
、
共
闘
団
体
の

北
区
民
主
商
工
会
も

訴
え
を
行
い
ま
し

た
。
経
済
産
業
省
側

も
制
度
提
案
か
ら
携

わ
る
官
僚
が
参
加
し

前
向
き
な
回
答
を
得

る
事
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
、
仲

間
の
声
を
政
策
に
活

か
し
て
も
ら
え
る
よ

う
取
組
み
を
行
い
ま

す
。

毎
年
「
2
級
建
築

士
」
の
試
験
は
9
月

第
2
日
曜
日
に
全
国

で
行
わ
れ
る
。

今
年
は
3
年
に
一

度
の
「
Ｒ
Ｃ
造
併
用

住
宅
」
が
設
計
課
題

で
あ
る
。
受
験
生
は

慣
れ
な
い
Ｒ
Ｃ
造
に

対
し
て
受
験
講
座
を

受
講
す
る
者
が
殆
ど

だ
が
、
今
年
の
受
験

講
座
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
リ
モ
ー
ト
講
義

が
主
流
と
聞
く
。
設

計
課
題
は
経
験
や
実

践
し
た
者
な
ら
理
解

で
き
る
が
、
2
級
建

築
士
試
験
の
受
験
生

は
設
計
経
験
が
無
い

者
が
多
く
、
対
面
で

の
受
講
が
必
要
だ
と

感
じ
る
が
、
今
年
は

そ
れ
が
難
し
い
様

だ
。
先
に
行
わ
れ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無

観
客
で
開
催
さ
れ
た

が
ア
ス
リ
ー
ト
達
の

心
は
イ
マ
イ
チ
で
あ

る
。
以
前
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
の
選
手
が
演
技

中
に
軸
が
逸
れ
て
飛

ん
だ
時
、
観
客
か
ら

ミ
ス
を
指
摘
す
る
声

が
聞
こ
え
、
直
ぐ
に

修
正
し
入
賞
出
来
た

と
答
え
て
い
た
。
観

客
が
応
援
し
て
く
れ

る
こ
と
で
心
の
支
え

と
な
っ
た
り
「
観
客

の
声
が
自
分
を
極
限

ま
で
押
し
上
げ
て
く

れ
る
」
と
答
え
て
い

た
こ
と
が
記
憶
に
残

る
。
今
年
の
建
築
士

の
受
験
生
に
と
っ

て
、
独
学
で
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
に
胸
が
打
た
れ

る
。
ア
ス
リ
ー
ト
の

い
う
「
観
客
が
い
る

こ
と
で
実
力
以
上
の

力
が
出
せ
る
」
環
境

が
無
い
の
と
同
様

に
、
受
講
生
に
と
っ

て
自
ら
の
力
を
信
じ

る
し
か
な
い
の
だ
か

ら
、
応
援
し
て
く
れ

る
者
も
、
指
導
し
て

く
れ
る
者
も
い
な
い

今
年
の
受
験
生
に
陰

な
が
ら
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
。
無
観
客
で

の
競
技
は
「
自
分
自

身
の
迸
る
闘
志
と
意

地
」
し
か
味
方
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
な
ら
、
自
分
の

力
を
信
じ
ろ
、
頑
張

れ
受
験
生
。

事
業
所

小
川
治
郎

11
月
の
健
康
診
査

の
日
程
が
決
ま
り
ま

し
た
！

昨
年
に
引
き
続
き

11
月
の
健
康
診
査
で

は
、
北
支
部
開
催
の

日
程
の
み
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

オ
プ
シ
ョ
ン
を
受
診

頂
く
事
が
出
来
ま
す

（
予
防
接
種
の
み
の

受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
基
本
検
査

と
セ
ッ
ト
に
な
り
ま

す
）
。

受
診
時
に
は
健
康

保
険
証
（
受
診
券
付

き
）
と
問
診
票
を
忘

れ
ず
に
！

基
本
検
査
項
目
：

身
体
計
測
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ

・
腹
囲
測
定
・
視
力

・
聴
力
・
血
圧
・
尿

・
血
液
の
各
検
査
・

胸
部
Ｘ
線
・
心
電
図

・
内
診

ま
た
、
健
康
診
査

後
に
、
個
別
健
康
サ

ポ
ー
ト
利
用
の
お
す

す
め
の
連
絡
が
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
組
合

員
さ
ん
は
、
利
用
期

間
内
に
必
ず
個
別
サ

ポ
ー
ト
を
利
用
し
、

食
生
活
や
生
活
習
慣

を
改
善
し
な
が
ら
体

調
改
善
を
し
て
、
成

人
病
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。

土
建
健
診
受
診
率

と
個
別
健
康
サ
ポ
ー

ト
利
用
率
が
あ
が
る

と
、
土
建
国
保
料
金

の
値
上
げ
を
押
し
と

ど
め
る
力
に
な
り
ま

す
。

経済産業省からは

制度提案から携わる官僚が参加
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